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卒業後、保険料の納付が困難な場合は、 ご相談ください。

●学生証(有効期限内のもの）
　または在学証明書(平成30年４月１日以降発行のもの）
●基礎年金番号がわかるもの（年金手帳・納付書等）
　マイナンバーがわかるもの（マイナンバーカード・通知カード）
●印鑑（認め印可※シャチハタ不可）
●大学・短期大学・高等学校・専門学校以外の各種学校の場合に、
　修業年限が１年以上である証明書が必要になることがあります。
●本人確認ができるもの（顔写真付き書類１点・顔写真なし書類２点）
  ※申請内容によっては上記書類以外にも書類を提出していただく場合があります。
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学生納付特例制度

　経済的な理由により国民年金保険料の納付ができ
ない学生を対象として、保険料の納付を10年間猶
予する「学生納付特例制度」があります。この制度
を申請して承認されると、保険料の納付をしなくて
も万が一の事故や病気で障害になったときの「障害
基礎年金」や「遺族基礎年金」にも対応します。
（その他の要件で給付できない場合もあります。）
そのためにも早めに申請することが重要になります。
手続きは右の通りです。ご準備ができましたら早め
に申請してください。
　学生納付特例制度と老齢基礎年金の関係について、
詳しくは２ページ
の『保険料が納め
られないときは…
免除制度を利用し
ましょう』の欄を
ご覧ください。

4月２日（月）から 平成30年度分の

受付が始まります。
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（夜間部、定時制、通信制を除きます）

30

1年間の未納の場合
10年間の未納の場合

年額で 約２万円
年額で 約20万円

50

年額196,080円　月額16,340円

3,480円

50円

30

コンビニエンスストア等の窓口で納めら

51,650 41,320 30

－2－

3

直近

平成30年度 老齢基礎年金の額 満額779,300円（20歳から60歳になるまでの40年間すべて保険料を納めた場合）

779,300円
10年

2年 40年

平成27年10月1日から、20歳以降の障害年金の初診日を確認する方法が広がりました。

162,354円
納付期間８年で受給資格期間の10年に２年足りないので年金受給資格なし。

Aさんの場合

(但し、65歳までの間に任意加入し、10年に足りない2年分を納付して、納付期間が10年に達したときは
年金を受け取ることができます。）

487,063円

　平成27年10月１日から、省令の改正により、初診日を証明する書類が添付できない場合であっても、初診日を合理的に
推定できるような一定の書類により、本人が申立てた日を初診日と認めることができるようになりました。

　老齢基礎年金は原則として65歳から受給する年金です。老齢基礎年金を受けるには基本的に20歳から60歳になる
までの40年間に10年以上の受給資格期間が必要です。　
　納付や免除、納付猶予、学生納付特例を受けた期間は、受給資格期間として計算されます。

40年

納付8年 未納32年

Bさんの場合

Cさんの場合

Dさんの場合

　国民年金加入中（または60歳以上65歳未満で国内に住
所のある方、または20歳になる前）に初診日のある病気や
けがによって、国民年金法の障害等級の１級・２級に該当
した場合に受給する年金です。

年金額（平成30年度）
　１級障害　974,125円　　2級障害　779,300円

（受給者によって生計を維持されている子がいれば、子の加算があります。）
※子とは、18歳の誕生日を迎えた後の3月31日までの子、
　または１級・２級の障害のある20歳未満の子。

　国民年金加入中の方（または60歳以上65歳未満で国内に
住所のある方、または保険料納付済期間と保険料免除期間、
合算対象期間を合計した期間が25年以上ある方）が亡くな
ったときに、その方に生計を維持されていた「子のある配
偶者」または「子」が受給する年金です。
年金額（平成30年度）
　子のある配偶者は 1,003,600円　子のみ 779,300円
  （子が２人以上いれば、さらに加算があります。）
※子とは、18歳の誕生日を迎えた後の3月31日までの子、
　または１級・２級の障害のある20歳未満の子。

改正前

「初診日を明らかにすることができる書類」
が必要⇒診断書等の医療機関による証明など
を求めていました。

改正後

初診日を証明する書類がないときは、「初診日を証明するのに参考となる書類」を添付⇒下記の
場合には、審査の上、本人の申し立てた初診日が認められます。
　初診日について第三者（隣人・友人・民生委員など）が証明する書類が複数あり、他にも参
考資料が提出された場合。（参考資料：診察券・入院記録など）
※民法上の三親等以内の親族による第三者証明は認められない。

－3－

※障害基礎年金の場合で20歳前に初診日がある方、または遺族基礎年金の場合で保険料納付済み期間と保険料免除期間、合算対象期間とを合計した期間が25年以上ある方は、上記の納付要件は不要です。
※保険料について納付、免除、学生納付特例、納付猶予を申請して承認されていれば、上記の①、②の「保険料を納めている」や「未納がない」に該当することになります。

受給資格期間が25年から10年へ短縮されました。 短縮

0570ー05ー1165
（いい老後）

☎「ねんきんダイヤル」 月曜日（月曜日が休日の場合は、休日明けの初日）／8:30～19:00
火～金曜日／8:30～17:15　第２土曜日／9:30～16:00　

◎土曜・日曜・祝日（第２土曜を除く）は
　ご利用いただけません。

※050で始まる電話でおかけになる場合 Tel.03-6700-1165
有料

有料

　平成29年８月から、老齢基礎年金を受給するために必要な資格期間が25年から10年となりました。
これにより、これまで年金を受け取れなかった方も年金が受給できる可能性があります。
　昨年、黄色の封筒に入った「年金請求書（短縮用）」が届き、お手続きがお済みでない方は、
「ねんきんダイヤル」でご予約のうえ早めに手続きを行ってください。
　資格期間が10年未満で、「年金加入期間の確認のお知らせ（案内）」が届いた方は、年金受給について
相談することをお勧めします。「ねんきんダイヤル」でご予約のうえ早めにご相談ください。
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5.個人型確定拠出年金（iDeCo イデコ）
自分で入る、自分で増やす、もうひとつの年金

「ねんきんネット」サービスのご利用について
　ハイサイ市民課・国民年金グループの窓口では、インターネットが利用できない方のために無料で年金記録を交付しています。ご自身の年金記録の
確認のため、ぜひご活用ください。
　年金記録の交付を受ける際には、基礎年金番号が記載されている年金手帳、または「ねんきん定期便」をご用意してください。また、交付の際は本人
確認が必要となりますので、次のいずれかの書類をご持参ください。

【持参書類】原本のみ有効　コピー等は不可
  ①運転免許証  ②マイナンバーカード  ③住民基本台帳カード（写真付き） ④パスポート  ⑤年金手帳  ⑥年金証書  ⑦印鑑登録証明書  ⑧健康保険証など
  ※本人が窓口来庁の場合、写真付きの書類１種類または写真なし書類２種類
  ※代理人が窓口来庁の場合、委任状・代理人の写真付き書類１種類または写真なし書類２種類、本人の書類は写真の有無にかかわらず２種類

【お問い合わせ先】国民年金グループ ☎861- 6901
　

　「iDeCo」は、国民の皆様の老後生活の安定に向けた自助努力を支援するため、法律に定められた「私的年金」のひとつで、
国民年金第1号被保険者も対象となっています。
※国民年金基金等の確定給付型の年金とは違い、掛金とその運用収益の合計額をもとに将来の給付額が決定する公的年金に
　上乗せする制度です。
※平成29年1月から、第3号被保険者や公務員の方等も加入の対象となっています。 イデコダイヤル　0570-086-105

制度の詳細につきましては、

　老齢基礎年金の受給資格期間が足りないために、年金がもらえない場合は、65歳から70歳になるまでの間に受給資格期間
を満たすことができるまで加入して保険料を納め、老齢基礎年金を受け取ることができる特例任意加入制度があります。

（昭和40年4月1日以前生まれの人対象）

－4－

沖縄県国民年金基金 検索

制度の詳細につきましては、 イデコ 検索


